
■ 健康食育AWARD とは

「健康食育」は、従来の食の大切さを伝える啓発的な活動に加えて、健康に関する諸問題の解決という視点
を新しく加える事で、これからの持続可能な社会形成に貢献する実践的なアプローチです。

「健康食育を通じて日本の健康問題を解決」 「 国民の健康寿命の延伸に健康食育で貢献」 をした個人、団
体を評価表彰し、活動の普及、発展を目指すため 「健康食育AWARD」 を設立しました。

※ 8月18日を「健康食育の日」と制定、記念日登録 ※

健康食育ではお米を軸とした日本型食生活の推進も重視しています。「八十八：お米」 となることから、「健康食育の
日」 としました。

◎基調講演

・江崎 禎英 氏 経済産業省 商務情報政策局 ヘルスケア産業課 課長

◎審査員（五十音順）

・柏原幸代
(一社） 日本健康食育協会 代表理事

・黒井 崇雄 氏
読売新聞東京本社 編集局生活部 部長

・清水 國明 氏
NPO法人 河口湖自然楽校 楽校長

・杉山 芙沙子 氏
順天堂大学 女性スポーツ研究センター 研究員

・森谷 敏夫 氏
京都大学 名誉教授

■ 健康食育AWARD 2016 決戦大会 開催概要

開催日：2016年8月18日 (木)

◎場所：新宿明治安田生命ホール
東京都新宿区 1丁目9−1 明治安田生命新宿ビルB1F

◎主催：一般社団法人 日本健康食育協会

◎後援：読売新聞東京本社

◎プログラム（予定）

・開場： 12:30

・AWARD： 13:00〜17:00 （基調講演、ファイナリストプレゼン、表彰式）

・懇親会： 17:30〜19:30 （先着50名）

◎チケット（入場券）：
AWARD入場券 3,000円（当日券3,500円）

懇親会のみへの参加：7,000円

AWARD入場券＆懇親会セット 9,000円）

http://jhe.or.jp/award2016/

チケット購入： http://ksaw2016.peatix.com/



＜お問い合わせ＞ 健康食育AWARD 運営事務局
〒160-0006 東京都新宿区舟町８－２ 石橋興業舟町ビル３F 一般社団法人日本健康食育協会 内

Tel ： 03-5919-7337 （事務局運営時間 平日10時半～16時）

■ エントリーから最終選考までの流れ

健康食育AWARD 2015 開催報告 2015年8月18日（火） 日比谷コンベンションホールにて

【 大賞（一般社団法人 日本健康食育協会賞） 】
・ハタヤス株式会社（大阪府）

【 金賞（公益財団法人 日本生涯学習協議会賞） 】
・津嘉山 朝則（沖縄県）

【 銀賞（一般社団法人 生涯学習認定機構賞） 】
・小峰農園（埼玉県）

[エントリーのきっかけ]

自身が取り組んでいる食育活動が本ＡＷＡＲＤの趣旨と一致していると感じ、今までの活動をこのタイミングで整理し、

次のステップへと進むための区切りとしたかったのがエントリーのきっかけです。また他の方がどのような食育活動

を行っているか興味があり、今後の方向性や指針を決める上で参考にさせて頂きたいという思いもありました。

[受賞後の変化など]

受賞後は自分の活動について市の広報に載せて頂きました。また、市の保健センターから食育に関する講演依頼を

頂いたり、地域のPTAから親御さん向けの講演依頼を頂いたりと、活動の幅が広がりました。その他にはAWARDで

出会ったエントリー者の方から学術会議の基調講演依頼を頂いたりと、食育活動をする仲間の輪も広がりました。食

育活動者にとってこのＡＷＡＲＤは異業種交流会となるため、非常に有意義であったと感じています。

■ 昨年度受賞一覧
【 審査員特別賞 】
・株式会社 大戸屋ホールディングス（東京）

・和洋女子大学 多賀研究室（千葉県）

【 オーディエンス賞 (観覧者による投票) 】
・和洋女子大学 多賀研究室（千葉県）

【 話題賞 （日本健康食育協会が選出） 】
・一般社団法人 機能性健康米協会 ・柴田 隆一

・一般社団法人 食アスリート協会

■ 昨年度 受賞者の声 ( 【大賞】 ハタヤス株式会社 畑中伸洋 様 )

◎表彰特典：
大賞受賞者にはＡＷＡＲＤから活動を全面的にバック
アップします！

・メディアでの情報発信のサポート

・協会の関係媒体への紹介

・活動や事業についてのアドバイス

・関連団体や企業とのマッチング

◎募集部門

「個人の部」 「企業、団体の部」

◎表彰

・健康食育AWARD2016 大賞

・個人の部 優秀賞

・企業・団体の部 優秀賞

・その他

-話題賞

-審査員特別賞

-オーディエンス賞・・・などを予定

◎応募資格

・健康食育活動推進のため、食育活動に取り組んでいる個人・企業・団体・自治体

※自薦・他薦問いません。(ただし日本在住に限る)

・ファイナリストに選出された場合、8月18日の決戦大会に参加できること

■ エントリー概要


